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国
家
主
権
に
対
す
る
政
府
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

主
権
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
五
年
十
一
月
四
日
閣
議
決
定
の
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
三
第
五
三
号
）
に
お
い
て
政
府

は
「
一
般
に
、
国
際
法
上
、
主
権
と
は
、
国
家
が
自
国
の
領
域
に
お
い
て
有
す
る
他
の
権
力
に
従
属
す
る
こ
と
の
な
い
最
高

の
統
治
権
の
こ
と
を
い
い
、
国
家
の
基
本
的
地
位
を
表
す
権
利
を
意
味
す
る
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
定
義
し
て
い
る
が
、

我
が
国
の
主
権
へ
の
侵
害
に
対
し
て
、
政
府
は
ど
の
様
な
対
応
を
と
る
義
務
を
負
う
か
。

二

韓
国
政
府
に
よ
る
竹
島
の
不
法
占
拠
（
以
下
、
「
不
法
占
拠
」
と
い
う
。
）
は
、
右
で
言
う
我
が
国
へ
の
主
権
侵
害
に
当

た
る
か
。

三

北
朝
鮮
に
よ
る
我
が
国
国
民
の
拉
致
（
以
下
、
「
拉
致
」
と
い
う
。
）
は
、
我
が
国
へ
の
主
権
侵
害
に
当
た
る
か
。

四

外
務
省
が
行
っ
て
い
る
出
前
講
座
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

五

出
前
講
座
に
お
い
て
外
務
省
職
員
が
講
演
を
す
る
際
、
そ
の
講
演
内
容
は
外
務
省
の
公
式
見
解
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る

と
理
解
し
て
良
い
か
。

六

外
務
省
職
員
が
外
務
省
公
式
見
解
に
よ
ら
ず
、
自
身
ま
た
は
他
の
独
自
の
見
解
に
基
づ
き
、
出
前
講
座
に
お
い
て
講
演
を

行
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
か
。

一



七

本
年
六
月
十
六
日
、
外
務
省
出
前
講
座
の
一
環
で
、
外
務
省
総
合
外
交
政
策
局
国
連
政
策
課
の
藤
本
健
太
郎
首
席
事
務
官

が
島
根
大
学
で
講
演
（
以
下
、
「
講
演
」
と
い
う
。
）
し
た
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

八

「
講
演
」
を
記
録
し
た
文
書
は
作
成
さ
れ
て
い
る
か
。

九

「
講
演
」
に
あ
た
り
、
外
務
省
の
い
ず
れ
か
の
部
局
に
お
い
て
、
藤
本
氏
の
講
演
内
容
に
関
す
る
資
料
等
を
作
成
し
た
と

い
う
事
実
は
あ
る
か
。

十

「
講
演
」
に
お
い
て
、
藤
本
氏
が
「
不
法
占
拠
」
と
「
拉
致
」
に
つ
い
て
触
れ
、
「
韓
国
に
は
拉
致
問
題
で
協
力
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
竹
島
問
題
で
は
強
く
出
ら
れ
な
い
」
旨
の
発
言
（
以
下
、
「
藤
本
発
言
」
と
い
う
。
）
を
し
た
と

い
う
事
実
は
あ
る
か
。

十
一

「
藤
本
発
言
」
は
外
務
省
の
公
式
見
解
か
。

十
二

十
一
で
、
「
藤
本
発
言
」
が
外
務
省
の
公
式
見
解
で
な
い
の
な
ら
ば
、
右
は
藤
本
氏
独
自
の
見
解
で
あ
る
と
理
解
し
て

良
い
か
。

十
三

「
藤
本
発
言
」
に
対
す
る
政
府
、
特
に
外
務
省
の
見
解
如
何
。

十
四

「
藤
本
発
言
」
は
、
簡
単
に
言
え
ば
、
「
拉
致
」
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
「
不
法
占
拠
」
の
問
題
に
は
多
少
目

二



を
つ
ぶ
る
必
要
が
あ
る
、
つ
ま
り
、
竹
島
問
題
よ
り
も
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
の
解
決
を
外
務
省
と
し
て
優
先
す

る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
理
解
し
て
良
い
か
。
確
認
を
求
め
る
。

十
五

本
年
七
月
十
四
日
、
町
村
�
孝
官
房
長
官
は
定
例
記
者
会
見
で
「
今
後
、
日
韓
関
係
が
ギ
ク
シ
ャ
ク
を
す
る
よ
う
な
こ

と
に
な
り
ま
す
と
、
こ
の
新
時
代
に
向
け
た
積
極
的
な
動
き
が
頓
挫
す
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
六
者
会
合
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る

と
か
、
或
い
は
拉
致
問
題
を
含
め
た
日
朝
間
の
諸
懸
案
の
解
決
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
」

と
、
新
学
習
指
導
要
領
解
説
書
に
お
け
る
竹
島
問
題
の
記
述
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
右
の
町
村
長
官
の
発
言

（
以
下
、
「
町
村
発
言
」
と
い
う
。
）
は
政
府
の
公
式
見
解
か
。

十
六

「
町
村
発
言
」
は
、
簡
単
に
言
え
ば
、
北
朝
鮮
に
よ
る
核
開
発
（
以
下
、
「
核
開
発
」
と
い
う
。
）
の
問
題
や
「
拉

致
」
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
竹
島
問
題
を
め
ぐ
っ
て
韓
国
政
府
と
関
係
を
悪
化
さ
せ
る
の
は
得
策
で
は
な
い
、
つ

ま
り
、
竹
島
問
題
よ
り
も
「
核
開
発
」
や
日
本
人
拉
致
問
題
の
解
決
を
政
府
と
し
て
優
先
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
と
理
解
し
て
良
い
か
。
確
認
を
求
め
る
。

十
七

竹
島
問
題
も
日
本
人
拉
致
問
題
も
、
ど
ち
ら
も
我
が
国
の
主
権
に
対
す
る
侵
害
で
あ
り
、
政
府
、
特
に
外
務
省
は
、
竹

島
の
我
が
国
へ
の
返
還
、
拉
致
被
害
者
全
員
の
我
が
国
へ
の
帰
還
を
実
現
さ
せ
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
思
料
す
る
が
、
政

三



府
、
特
に
外
務
省
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


